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― ご あ い さ つ ― 

雪も溶け始め、草木の新芽が萌えいずる頃になりました。しかし、新型コロナウイルスは依然、

猛威を振るっており、皆さまも感染対策を講じながら慎重に日常業務を担っていることと思います。

今年度を振り返りますと、当院はCOVID-19患者対応や救急患者の入院急増による入院や診療の制

限､退院の促進を繰り返し行いましたが、皆さまのご理解とご協力によりなんとか中部地域の医療を

支えることができました。 

なお、2月 28日時点で中部医療圏の人口 10万人当たりの感染者数は 1062.4 人と盛岡医療圏と

ほぼ同数です。これまでにCOVID-19 患者の当院への入院は 460人を超えており、最近はリスクの

高い高齢者が継続的に入院しております。 

 さて、今年度4月から 12月までの地域医療連携指標がまとまりましたので､ご報告いたします。

入院延べ患者数は97,303 人、外来延べ患者数 107,750 人と前年同期よりそれぞれ 13％、6%増加

しました。紹介患者数は5,307 人（紹介率 83.45％）で 4％増加し、逆紹介患者数は 6,932人（逆

紹介率 109.49％）で 5％減少しました。医療機器共同利用件数では 632件と 13％増加しました。

以上のことはコロナ禍でありながら地域の医療ニーズは変わらず存在し、皆さまとの柔軟な連携の

重要性を明確に示したものと思います。 

 現在、当院の改善すべき課題のひとつに､「入院ケアの質の担保」があります。例えば、入院ケア

が患者中心に実施しているか、退院後の生活を見据えたケアしているか、患者、家族への退院後に

ついての説明が効果的に実施しているか、退院先施設との情報共有が双方向で行っているかなどで

す。多職種にて検討を進めているところですが、コロナの影響もあり、計画通りに進んではいませ

ん。次年度には検討結果を示し、「いわて中部ネット」のさらなる活用方法を含め､改善に取り組み

たいと思います。 

結びに 4月からは新体制でさらに地域連携を密にして、中部地域の一般診療の堅持と新型コロナ

ウイルス感染症対応に尽力いたしますので、皆さまには引き続きご支援、ご協力をお願いいたしま

す。 

 ～～ 岩手県立中部病院 理念と基本方針 ～～ 

 

 

 

理  念 

基本方針 

心のかよう患者中心の医療を実践し、地域社会に貢献する。 

1. 安全で質の高い医療を提供する。 

2. 医療・保健・福祉施設、行政との協働を推進する。 

3. 人間性豊かな医療人を育成する。 

4. 明るく働き甲斐のある職場をつくる。 

5. 健全な病院経営に努める。 

― 岩手県立中部病院 地域連携便り ＶＯｌ.３３ ― 

院長  伊藤 達朗  
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―  シーメンス社製 IVR 対応バイプレーン血管撮影装置「Artis zee i BA Twin」 ― 

 

IVR（アイ・ブイ・アール）という言葉をご存

じでしょうか。さまざまな医療場面で活躍の場を

広げている治療法で、正確には「Interventional 

Radiology＝インターベンショナルラジオロジー」、

日本語では「画像下治療」と訳しています。 

文字通り、X線（レントゲン）や CT、超音波な

どの画像診断装置で体の中を透かして見ながら、

細い医療器具（カテーテルや針）を入れて、標的

となる病気の治療を行っていきます。 

当院でも動脈瘤や腫瘍血管の塞栓、狭窄血管へのステント留置など多くの治療が行われてい

ます。 

この度、当院が導入しましたシーメンス社製装置「Artis zee i BA Twin」は、以前の装置よ

り放射線の低被ばくと高画質な画像を得ることができ、様々なアプリケーションで高度な IVR

を支援することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療福祉連携室からのお願い ◇当院は予約制です◇ 

 基本的に外来診療は予約制とさせていただいております。 

患者さんが予約なしに紹介状をお持ちいただいた場合、長時間お待た

せしたり、外来の状況によっては予約を取り直して後日来院いただくこ

ともあります。 

お手数をおかけしますが、緊急の方以外はＦＡＸで事前に 

予約のお申込をいただくよう、ご協力をお願いいたします。 

なお、当日の患者紹介の際は、紹介先の診療科医師に電話 

にてご一報いただけますと、よりスムーズに患者さんを受け 

入れることができますので、ご協力をお願いいたします。 

 

発行：岩手県立中部病院 

     地域医療福祉連携室 
 

〒024‐8507 

 岩手県北上市村崎野 17 地割 10 番地 

ＴＥＬ 0197‐71‐1511（代表） 

0197‐71‐1518（連携室直通） 

ＦＡＸ 0197‐71‐1881（連携室専用） 

ＵＲＬ http://www.chubu-hp.com/ 

 

2022 年３月 

最新医療機器導入のご案内 
 

脳動脈瘤 血管内治療例 

動脈瘤 コイル 

治療前 コイルで塞栓 治療後 


